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１．背景と問題意識・検討の視点｜背景と問題意識

• 検討の背景
– SDGsの実現には、地域ぐるみ、社会総がかりの取組みが不可⽋。
– 静岡県では、県⼀体となったSDGsの実現を⽀援するため、⽣産者および
飲⾷店等によるSDGsに貢献する取組みを「⾒える化」し、事業者と消費者
のSDGsの意識を⾼めることで、地域社会と県内⾷関連産業の持続的な
発展を図るた認証制度「ふじのくにSDGs認証」を創設、2023(令和5)年
度よりスタート。

– この制度の推進を通じて、⽣産者および飲⾷店のSDGsに貢献する取組の
実践を促し、静岡県の⾷への新たな価値付けによる「⾷の都しずおか」のブ
ランド⼒向上を図るとともに、SDGs先進地として県内外およびインバウンドを
含めた飲⾷店等の集客⼒向上、ガストロノミーツーリズムの推進につなげる。

• 調査の⽬的
– 「ふじのくにSDGs認証」は、制度開始の初期段階であり、本調査では普及
促進に向けた⽅策を検討する。

– 具体的には、認証システムを⽤いて収集されるデータのニーズ調査を⾏い、
それを踏まえた、SDGs認証制度のデータを活⽤したソリューション、並びにグ
ルメサイトの企業等と連携して実施可能な実⽤性検証に向けた検討を⾏う。
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１．背景と問題意識・検討の視点｜背景と問題意識

＜認証制度の概要＞
– 対象︓ ⽣産者、飲⾷店
– 評価項⽬︓ 「地産地消」「こだわり⾷材」「環境配慮」 「ユニバーサルデザ
イン対応」「地域貢献活動」

– 評価ランク︓ 「ゴールド」「シルバー」「ブロンズ」

＜認証のメリット＞
– 静岡県ホームページでの紹介
– 認証者同⼠のマッチング機会の提供
– 認証マークの使⽤
– その他、関連事業の活⽤に関する案内等
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１．背景と問題意識・検討の視点｜検討の視点

• SDGsに関する意識・意向に関する実態調査
– 消費者に対する⼤規模アンケート

• 制度がねらいとする消費者のSDGsに対する意識を⾼めるための⽅法を探るた
めに、⽣産者や飲⾷店のSDGs達成への取組に対する消費者の意識、意向を
探る調査を実施する。

– 認証取得者に対するインタビュー（調整中）
• 認証取得者に対して、認証取得のねらいと期待される効果、期待する⽀援等
を把握するためのインタビューを実施する。

• 他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）の整理
– 横浜市Y-SDGsなど、先⾏事例における制度の活⽤、普及促進⼿法につ
いて確認する。

• 調査結果を踏まえた課題、普及促進に向けた⽅策の検討
– 調査結果を踏まえて、課題と⽅策案を検討する。
– グルメサイトの取組の整理（調整中）

• SDGsに関する取組を消費者とつなぐグルメサイトにおけるSDGs達成への取組
の扱いを整理する。
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• 調査⽅法
– 調査地域︓1都3県（東京都、埼
⽟県、千葉県、神奈川県）

– 調査⽅法︓2段階調査で消費者
の意向を把握
• モニター調査のプラットフォームとして
FastAsk（アクティブモニター数約
300万⼈）を利⽤

• スクリーニング調査︓
– 15〜74歳、男⼥別に250サンプ
ルずつ割付して調査を実施

– 回収︓6,143サンプル

• 本調査︓
– 約300サンプル
– スクリーニング調査で、SDGｓに
配慮した飲⾷店の利⽤意向があ
り、グルメサイトを参照している回
答者対象

– 集計⽅法︓2023年1⽉1⽇付け
住⺠基本台帳⼈⼝でウェイトバック
のうえ集計
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年齢 回収サンプル数 住⺠基本台帳⼈⼝構成⽐
男 ⼥ 男 ⼥

15歳〜19歳 177 168 5.7% 5.6%

20歳〜24歳 225 217 7.2% 7.2%

25歳〜29歳 255 245 8.2% 8.1%

30歳〜34歳 250 236 8.0% 7.8%

35歳〜39歳 269 253 8.6% 8.4%

40歳〜44歳 290 274 9.3% 9.1%

45歳〜49歳 337 319 10.8% 10.6%

50歳〜54歳 348 330 11.1% 10.9%

55歳〜59歳 289 271 9.3% 9.0%

60歳〜64歳 232 223 7.4% 7.4%

65歳〜69歳 207 211 6.6% 7.0%

70歳〜74歳 247 272 7.9% 9.0%

合計 3,126 3,019 100.0% 100.0%

出所）1都3県人口：2023年1月1日付け住民基本台帳人口

スクリーニング調査回収サンプル数・住⺠基本台帳⼈⼝構成⽐



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• SDGs達成への取組に対しては44%が関⼼を持っている。
• ⼥性の⽅が関⼼が⾼い。年代は10代、60歳以上が⾼く、45歳以上では年齢が⾼くなるほど
関⼼が⾼くなる傾向がある。
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• SDGs達成に取り組む飲⾷店、⽣産者の産品の利⽤意向をもつ回答者が7割以上を占める。
• ⼥性の⽅が利⽤意向は⾼い。年代別にみると、「ぜひ利⽤したい」という回答は若い世代の⽅が
⾼い。「できれば利⽤したい」を含めると、10代を除くと年齢が⾼いほうが回答率が⾼い。
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• SDGs達成への取組への関⼼別にみると、関⼼があるという回答者では約6割が「ぜひ利⽤したい」という意向
を⽰している（⽣産者の産品利⽤の意向の⽅がやや⾼い）。「できれば利⽤したい」を含めると9割以上とな
る。

• やや関⼼があるという回答者ではできれば利⽤したいという回答が7割強と多い。また、あまり関⼼がないという
回答者でもできれば利⽤したいという回答は約5割に達する。

SDGs達成への取組への関⼼度合別にみた、SDGs達成に取り組む飲⾷店や⽣産者産品の利⽤意向

【飲食店】 【生産者の産品】
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• 飲⾷店を選ぶ際に参考にするのはグルメサイトが約36％。次いで店舗の外観・看板、SNSでの⼝コ
ミ、周囲の⼈の⼝コミ

• 若年層は、グルメ情報サイトより、SNSの⼝コミを参考にするという回答が多い。
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15歳〜
19歳 345 32.7% 11.4% 4.1% 7.0% 29.5% 45.5% 24.7% 10.4% 0.0% 23.8%

20歳〜
24歳 442 27.9% 9.7% 6.3% 7.5% 21.5% 33.3% 22.1% 9.2% 0.4% 31.6%

25歳〜
29歳 500 29.2% 9.5% 7.3% 7.1% 17.8% 30.8% 19.3% 9.1% 0.5% 35.5%

30歳〜
34歳 486 31.3% 12.7% 6.5% 5.5% 21.3% 28.0% 20.7% 7.6% 0.2% 33.5%

35歳〜
39歳 522 35.1% 10.7% 5.7% 5.6% 21.0% 26.9% 21.9% 9.8% 0.4% 32.0%

40歳〜
44歳 565 32.7% 11.3% 6.6% 8.1% 21.7% 23.9% 29.5% 10.7% 1.1% 29.0%

45歳〜
49歳 656 37.0% 11.3% 4.6% 7.1% 22.4% 26.3% 29.5% 9.0% 1.0% 28.2%

50歳〜
54歳 678 42.2% 13.6% 5.8% 4.9% 26.8% 19.8% 26.5% 8.6% 0.9% 28.6%

55歳〜
59歳 560 44.6% 13.7% 4.3% 5.0% 27.3% 19.3% 34.8% 8.5% 1.0% 26.4%

60歳〜
64歳 455 43.7% 15.8% 7.4% 8.5% 25.8% 19.9% 28.4% 10.1% 0.9% 25.9%

65歳〜
69歳 418 38.1% 12.1% 4.4% 11.1% 26.0% 13.2% 34.3% 7.7% 1.3% 27.8%

70歳以
上 519 31.5% 10.5% 6.8% 13.0% 29.4% 13.9% 32.0% 13.8% 2.3% 27.6%

Q3 飲⾷店を選ぶ場合に、特にどのような情報を参考にしますか
(MA,n=6146)

注）黄色は回答率30%以上



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• SDGs達成にむけた取組み紹介について、店を選ぶ際の参考情報にするという回答が約5割
• 男性より⼥性の⽅が参考にしたいという回答率が多い。
• 10代と⾼齢者は参考にしたいという回答が多い。40代以降は⾼齢になるほど、参考にしたいとい
う回答が増える。
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10.2%
7.6%
9.8%

6.7%
5.5%
6.5%

3.3%
4.1%

2.6%
2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

15歳〜19歳
20歳〜24歳
25歳〜29歳
30歳〜34歳
35歳〜39歳
40歳〜44歳
45歳〜49歳
50歳〜54歳
55歳〜59歳
60歳〜64歳
65歳〜69歳

70歳以上

Q4 グルメや飲⾷店ガイドに、店のSDGsの達成にむけた取組が
紹介されていたら、店を選ぶ際の参考にしたいと思いますか。

（n=5523）

最優先で参考にしたいと思う 他の要素とあわせて参考にしたいと思う
あまり参考にしたいとは思わない まったく参考にしたいと思わない

わからない その他



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• SDGs達成にむけた取組みに関⼼がある回答者ほど、参考にしたいという回答が多い。

12

28.4%

4.1%

1.3%

1.2%

62.7%

73.3%

32.0%

8.6%

4.3%

9.5%

30.3%

15.9%

1.7%

2.9%

12.0%

47.2%

2.8%

10.1%

24.2%

26.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関⼼がある

やや関⼼がある

あまり関⼼がない

関⼼がない

Q4 グルメや飲⾷店ガイドに、店のSDGsの達成にむけた取組が紹介されていたら、店を選ぶ際
の参考にしたいと思いますか。（n=5523）

最優先で参考にしたいと思う 他の要素とあわせて参考にしたいと思う あまり参考にしたいとは思わない
まったく参考にしたいと思わない わからない その他
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• 補⾜情報として、SDGsを重視し、グルメサイトを参照している回答者の利⽤サイトとしては、⾷べログ、
ホットペッパーという回答が多い。

• 飲⾷店を選ぶ際に重視する項⽬は、料理・メニュー、価格・コストパフォーマンス、清潔さ・雰囲気、
⾏きやすさ、ランキング・⼝コミが⾼い。⾷材へのこだわり、認証・受賞歴がこれに次ぐ。

63.5%

15.9%

48.6%

12.4%

7.6%

7.3%

3.8%

4.8%

3.2%

2.9%

1.9%

16.8%

0.0%20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

⾷べログ

ぐるなびPRO

ホットペッパーグルメ

⼀休.comレストラン

Retty

ヒトサラ

トリップアドバイザー

OZmall

ポケットコンシェルジュ

OMAKASE

その他

特にない

本調査Q1 飲⾷店を探す際によく⽤いるサイトをお選びく
ださい。（n=315）

61.5%

12.2%

48.1%

38.9%

41.6%

33.2%

12.2%

10.7%

10.3%

9.2%

14.5%

27.1%

29.0%

42.0%

49.2%

45.4%

50.0%

39.3%

30.5%

15.6%

20.6%

29.8%

8.4%

42.7%

6.5%

9.2%

10.7%

13.7%

35.5%

42.0%

38.9%

38.9%

38.2%

2.3%

12.6%

3.1%

1.5%

1.5%

2.7%

10.3%

13.7%

32.1%

27.9%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

提供している料理・メニュー

料理⼈に関する情報

価格・コストパフォーマンス

店内の清潔さ、雰囲気

店への⾏きやすさ

サイトにおける得点・ランキング、利⽤者の⼝コミ

地元⾷材、有機・無農薬⾷材など、⾷材へのこだわり

フードロス削減、環境保全にむけた取組み

ベジタリアン、ハラル等、多様な⾷習慣への対応

地域イベントへの参加など、地元地域との交流

店が受けている認証や、受賞歴に関する情報

本調査Q2 グルメサイト等の店舗紹介に⽰されている項⽬について、
飲⾷店を選ぶときに、どの程度重視しますか。（n=262）

とても重視する やや重視する あまり重視しない 重視しない わからない

注）スクリーニング調査Q2で「SDGsの達成に取り組む飲⾷店を利⽤したい」、Q3で「グルメサイトを参照する」を選択した回答者を対象に調査



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識

• 参考にしたいと考える情報は、「フードロス削減にむけた取組み」「地元⾷材を使⽤した提供メニュー（地産地
消）」が多い（ヒトサラユーザー調査と同様の傾向）。

• 特に⼥性がその傾向が強い。男性は「わからない」という回答も約3割
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24.5%

16.4%

9.7%

35.0%

14.4%

13.7%

4.9%

3.0%

10.6%

6.5%

7.5%

4.4%

8.2%

3.9%

1.2%

25.9%

20.2%

14.2%

9.3%

31.1%

14.2%

12.0%

4.0%

3.1%

10.5%

6.3%

7.3%

4.7%

8.5%

4.4%

1.7%

29.3%

29.0%

18.7%

10.1%

39.1%

14.5%

15.6%

5.8%

2.9%

10.7%

6.7%

7.7%

4.1%

7.8%

3.5%

0.6%

22.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

地元⾷材を使⽤した提供メニュー

無農薬⾷材・有機⾷材を使⽤した提供メニュー

フェアトレード⾷材を使⽤した提供メニュー

フードロス削減に向けた取組み

省エネ・節電・節⽔に向けた取組み

包装材のリサイクルなど、環境保全にむけた取組み

ベジタリアン・ヴィーガン等、多様な⾷習慣に対応した取組み

ハラル、コーシャ等、グローバル化に対応した取組み

アレルギー⾷材への対策

地域イベントなど、地元地域との交流

⼦ども⾷堂等の活動への参加

地域ボランティアへの参加

SDGsの認証制度に関する情報

SDGsを推進するための取組が必要だとは思わない

その他

わからない

Q5 飲⾷店のSDGs達成への取組みについて、どのような情報があれば、参考になると思いますか？(n=5523)

全体 男性 ⼥性



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-1消費者の意識
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地元⾷
材を使
⽤した提
供メニュ
ー

無農薬
⾷材・有
機⾷材
を使⽤し
た提供メ
ニュー

フェアトレ
ード⾷材
を使⽤し
た提供メ
ニュー

フードロス
削減に
向けた取
組み

省エネ・
節電・節
⽔に向け
た取組
み

包装材
のリサイ
クルなど、
環境保
全にむけ
た取組
み

ベジタリ
アン・ヴィ
ーガン等、
多様な
⾷習慣
に対応し
た取組
み

ハラル、
コーシャ
等、グロ
ーバル化
に対応し
た取組
み

アレルギ
ー⾷材へ
の対策

地域イベ
ントなど、
地元地
域との交
流

⼦ども⾷
堂等の
活動へ
の参加

地域ボラ
ンティア
への参
加

SDGsの
認証制
度に関す
る情報

SDGsを
推進する
ための取
組が必
要だとは
思わない

その他 わからな
い

全体 24.5% 16.4% 9.7% 35.0% 14.4% 13.7% 4.9% 3.0% 10.6% 6.5% 7.5% 4.4% 8.2% 3.9% 1.2% 25.9%

15歳〜19歳 21.7% 12.7% 11.3% 42.3% 19.3% 17.2% 5.5% 3.9% 17.6% 7.1% 12.6% 4.3% 14.3% 3.4% 0.5% 17.5%

20歳〜24歳 17.8% 8.3% 11.4% 26.4% 12.1% 10.0% 8.2% 5.5% 15.3% 6.9% 8.2% 6.6% 10.9% 7.3% 0.7% 24.7%

25歳〜29歳 13.3% 10.1% 8.5% 25.4% 13.9% 13.1% 8.2% 4.3% 9.9% 6.4% 4.8% 6.1% 9.4% 6.2% 0.7% 30.1%

30歳〜34歳 17.5% 13.1% 11.8% 30.2% 13.5% 12.4% 5.3% 4.5% 10.3% 6.7% 7.5% 7.3% 7.5% 6.2% 0.6% 29.2%

35歳〜39歳 18.6% 13.2% 9.1% 29.3% 10.5% 12.9% 6.0% 4.9% 12.7% 4.7% 9.7% 5.5% 7.1% 5.1% 0.7% 27.3%

40歳〜44歳 20.6% 17.0% 8.7% 34.2% 12.3% 12.3% 4.4% 1.9% 9.1% 7.9% 8.2% 6.2% 8.9% 4.1% 1.2% 27.5%

45歳〜49歳 23.5% 15.5% 8.3% 30.1% 12.1% 10.4% 4.2% 3.4% 12.1% 6.5% 9.1% 4.5% 6.0% 4.3% 1.3% 26.4%

50歳〜54歳 28.3% 17.8% 9.4% 36.8% 11.7% 12.7% 3.6% 2.2% 8.4% 6.7% 5.1% 2.2% 5.6% 2.4% 1.0% 30.1%

55歳〜59歳 30.0% 18.2% 10.3% 38.2% 14.8% 14.3% 4.3% 2.3% 8.2% 2.8% 6.1% 3.2% 6.6% 3.2% 1.8% 26.0%

60歳〜64歳 32.3% 19.0% 9.8% 40.7% 17.0% 15.5% 3.3% 2.5% 7.8% 8.2% 7.4% 2.6% 9.2% 2.1% 1.0% 22.9%

65歳〜69歳 31.1% 19.9% 10.2% 39.2% 19.9% 17.7% 3.9% 1.6% 8.9% 7.1% 5.9% 4.1% 7.7% 2.9% 2.4% 22.6%

70歳以上 34.7% 27.9% 9.1% 46.9% 18.8% 18.2% 3.7% 0.8% 10.3% 7.4% 7.2% 1.8% 8.9% 1.4% 1.6% 21.8%

• 「フードロス削減にむけた取組み」は総じて⾼いが、20代がやや低め。
• 「地元⾷材を使⽤した提供メニュー（地産地消）」を重視する回答率は⾼齢者の⽅がが⾼い。

Q5 飲⾷店のSDGs達成への取組みについて、どのような情報があれば、参考になると思いますか？(n=5523)
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• SDGs達成の取組に関⼼のあるグルメサイト利⽤者に対する調査結果によれば、飲⾷店のSDGs達成への取組記事
を紹介した場合、紹介されている飲⾷店に⾏きたくなるという回答が9割近く、記事掲載による誘客効果が期待できる。

• なお、SDGs達成への紹介記事を読んだ経験のグルメサイトによる差がなかった。

6.1%

8.0%

8.0%

6.9%

8.8%

22.1%

18.7%

15.3%

14.5%

19.5%

67.6%

69.5%

71.8%

73.3%

61.8%

4.2%

3.8%

5.0%

5.3%

9.9%

⾷べログ「環境や社会への取り組み」等

ぐるなび「⾷のサステナビリティ」等

ヒトサラ「みんなと創るSDGs “⾷のミライ”」等

OZmall「サステナブルレストラン」等

上記以外のグルメサイトや飲⾷店情報誌

本調査Q3 ⾷べログ、ぐるなび、ヒトサラ、OZmallなど、飲⾷店の
SDGs達成への取組を紹介するグルメサイトや情報誌等が増えて
きています。こうした飲⾷店のSDGs達成への取組を紹介する記事
を読んだことがありますか。（n=262）

よく読んでいる 読んだことがある 読んだことはない わからない

43.8%

43.8%

5.7%
5.7%

1.0%

本調査Q4 飲⾷店のSDGs達成への取組記事を読むと、
記事で紹介されている飲⾷店に⾏ってみたくなりますか。（
n=105）

⾏ってみたくなる やや⾏ってみたくなる

あまり⾏ってみたくはならない ⾏ってみたくはならない

その他

注）スクリーニング調査Q2で「SDGsの達成に取り組む飲⾷店を利⽤したい」、Q3で「グルメサイトを参照する」を選択した回答者を対象に調査
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15.6%

15.6%

47.9%

49.2%

19.7%

17.1%

5.7%

6.0%

11.1%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲⾷店の取組

⽣産者の取組

本調査Q5 飲⾷店や⾷材を提供する⽣産者のSDGs達成
にむけた取組の紹介記事を読んでみたいと思いますか。（
n=315）

ぜひ読みたい できれば読んでみたい
あまり読みたいとは思わない 読みたいとは思わない
どちらともいえない／わからない

38.0%
25.5%

17.0%
41.5%

16.0%
11.0%

8.5%
5.0%

12.5%
12.5%
13.5%

8.0%
12.0%

17.5%
0.0%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

地元⾷材を使⽤した提供メニュー開発
無農薬⾷材・有機⾷材を使⽤した提供メニュー開発

フェアトレード⾷材を使⽤した提供メニュー開発
フードロス削減に向けた取組み

省エネ・節電・節⽔に向けた取組み
包装材のリサイクルなど、環境保全にむけた取組み
ベジタリアン・ヴィーガン等、多様な⾷習慣への対応…
ハラル、コーシャ等、グローバル化に対応した取組み

アレルギー⾷材への対策への取組み
地域イベントなど、地元地域との交流への参加

⼦ども⾷堂等、社会貢献活動への参加
地域ボランティアへの参加

従業員の労働環境改善に向けた取組み
SDGsに関連した認証取得に向けた取組み

その他
特にない／わからない

本調査Q6 飲⾷店については、特にどのような取組を扱った記事
や、エピソードを読んでみたいと思いますか。（n=200）

注）スクリーニング調査Q2で「SDGsの達成に取り組む飲⾷店を利⽤したい」、Q3で「グルメサイトを参照する」を選択した回答者を対象に調査

• また飲⾷店や⽣産者のSDGs達成に向けた取組の紹介記事を読んでみたいという回答は約6割を占めた。情
報発信を⾏えば、関⼼を持ってもらえる可能性が⾼い。

• 記事テーマとしては、「フードロス削減」「地産地消」へのニーズが⾼い（スクリーニング調査と同じ傾向）。
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20.0%

22.5%

19.4%

22.9%

19.4%

13.0%

26.3%

44.8%

41.9%

42.9%

43.8%

50.5%

45.7%

41.3%

13.0%

14.6%

23.2%

20.6%

18.1%

25.4%

17.1%

6.0%

5.4%

5.4%

4.1%

4.1%

3.8%

3.5%

16.2%

15.6%

9.2%

8.6%

7.9%

12.1%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横浜市「Y-SDGs」等の⾃治体による認証

SRAジャパン「Food Made Good」等の業界団体による認証

グルメサイトによる認証

シェフや店のコンテストにおける表彰歴

新聞・雑誌などにおける取組の紹介

⾃社サイトにおける取組の紹介

ISO14001等の国際規格の認証

Q7 SDGs達成への飲⾷店の取組について、どのような情報があれば信頼性が⾼まると思いますか。（n=315）

信頼性が⾼まる やや信頼性が⾼まる あまり信頼性は⾼まらない 信頼性は⾼まらない わからない

• 飲⾷店のSDGs達成への取組の信頼性を⾼める情報としては、国際規格の認証がやや⾼く、⾃社サイ
トにおける取組の紹介がやや低めとなった。⾃治体認証は「信頼性が⾼まる」20%、「やや信頼性が⾼
まる」45％、あわせて65％となった。

注）スクリーニング調査Q2で「SDGsの達成に取り組む飲⾷店を利⽤したい」、Q3で「グルメサイトを参照する」を選択した回答者を対象に調査
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6.0%

19.0%

19.7%

27.0%

29.5%

28.6%

21.6%

35.9%

26.7%

0.3%

10.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

SDGs関連のシンポジウム・セミナーの開催

飲⾷店向けのチェックリストの提供

⾃治体ウェブサイト等における優秀な飲⾷店の紹介

優秀な取組を⾏っている飲⾷店の表彰

SDGs達成に取り組む飲⾷店の認証

飲⾷店のSDGsの取組に対する助成

SDGsに取り組む⽣産者と飲⾷店とのマッチング

⾷材リサイクルのための仕組みづくり

消費者のSDGs意識を⾼める取組み

その他

特にない／わからない

本調査Q8 飲⾷店のSDGs達成への取組を促進するために、県・市町村等にどのようなことを期待
しますか。（n=315）

• ⾃治体の取組への期待としては、「⾷材リサイクルのための仕組みづくり」 「SDGs達成に取り組む飲⾷
店の認証」と続く。認証、表彰は⽐較的、ニーズ（有効性）が⾼いと考えられる。

注）スクリーニング調査Q2で「SDGsの達成に取り組む飲⾷店を利⽤したい」、Q3で「グルメサイトを参照する」を選択した回答者を対象に調査



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-2事業者の意識

• 中⼩企業基盤機構の調査によれば、サービス業（宿泊飲⾷業）はSDGsに対する理解、取組
がどちらかというと遅れている。

n 調査概要：
� 調査対象全国の中小企業経営者、経営幹部、個人事業主等２，０００社

� 調査方法Web アンケート調査
� 調査期間令和５年１月２６日～３０日

� 実施機関株式会社ネオマーケティング

出所）中小企業の SDGs 推進に関する実態調査（2023 年）アンケート調査報告書
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-2事業者の意識

• 調査概要︓飲⾷店.COM「飲⾷店におけるSDGsについてのアンケート調査」
– 調査対象︓飲⾷店.COM会員（飲⾷店経営者・運営者）
– 回答数︓445名
– 調査期間︓2022年8⽉2⽇〜2022年8⽉5⽇
– 調査⽅法︓インターネット調査
– 留意点︓回答者のうち69.2％が1店舗のみを運営。また、回答者のうち東京にある飲⾷店の割合は51.7％（⾸都圏の飲⾷店の割合は68.6％）と
なっており、こうした背景が結果に影響していると推測される。• 調査結果

– 「フードロスをあまり感じていない（25.6％）」、「⽪・へた・芯などの野菜くず（23.8％）」、「お客さまの⾷べ残し（19.3％）」、「作りすぎによる、保存
不可の調理済み⾷品（14.4％）」、「買いすぎによる、期限切れの余剰⾷材（13.7％）」と続く。

– 飲⾷店のフードロス対策については、複数の⼯夫を⾏う店舗が多数を占める。

• 飲⾷店.COMの調査によれば、フードロスについては感じていないという店舗が25%。
• フードロスを防ぐために複数の取組を⾏っている店舗が多数を占める。

出所）飲食店。COM 調査：株式会社シンクロ・フード 21



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-2事業者の意識｜静岡県

22

• 静岡県における調査
によれば、県内飲⾷
店の「SDGs」の認知
度は2023年は66%。
前年47%から⾼まっ
ている。

• SDGsに関連した取り
組みが⽐較的⾏わ
れている取組
– 地産地消 47%
– 節電 毎⽇39%
– ⾷料廃棄量把握と削減
⽬標設定 37％

– MSC/ASCラベル 「必
ず」「できるだけ」選ぶ30%

– 節電設備 導⼊済み
27%

• 遅れている取組
– 再⽣可能エネルギー導⼊

6％
– フェアトレード 8％
– 節⽔設備導⼊ 15％
– 再⽣可能プラスチック利

⽤ 16％

知っている
47%

聞いたこ
とはある
31%

知らない
22%

SDGsという⾔葉を知っている（n=224）

⾏っている
37%

⾏っていない
40%

該当しない
6%

これから取り組み…

⾷料廃棄量把握と、削減⽬標設定（n=209）

使⽤している
68%

使⽤していない
23%

該当しない
9%

プラスチック製品を使⽤している（n=229）

使⽤している
16%

使⽤していない
58%

該当しない
11%

これから取り組み…

再⽣可能なプラスチックを使⽤している（n=223）

2022年静岡県委託事業アンケート結果

出所）静岡県・静岡県飲食業生活衛生同業組合「飲食店サステナブル経営ガイドブック」（2022,2023）



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-2事業者の意識｜静岡県
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企業名 企業概要 実施内容 問題点及び解決⽅法 取組の成果/今後の取組
株式会社
海⼥屋
（伊東市）

• 1957年創業
• ４店舗、従業員22名

（正従業員８名、パー
ト・アルバイト14名）

• 新鮮な伊⾖の海の幸・
⼭の幸を使った海鮮料
理と⼤椀のお味噌汁な
どが⼈気

• 新型コロナウイルス感染症の拡⼤による売上げ減
少、設備機器の⽼朽化、電気代⾼騰に対応し、
電気代の負担が⼤きい照明、冷蔵庫、エアコン
（６台）を交換・導⼊し、省エネ化した。

• SDGs「⽬標８・働きがい」や「⽬標14・海の豊かさ
を守る」に対応し、海⼥さんの出漁時間を制限し、
働き⽅改⾰、⿂介類の乱獲防⽌に取り組んだ。
平⽇の営業時間を午後３時までとし、従業員の
働きがいのある雇⽤にも取り組んだ。

• 地域の農家で⽣産した「出荷できない規格外のミ
カン」をポン酢に利⽤

• コロナ補助⾦及び⽇本政
策⾦融公庫の低利融資
を利⽤し、設備機器導⼊
資⾦を調達

• ⽇本政策⾦融公庫の低
利融資でなければ設備機
器の交換・導⼊は困難だ
った。指定店のレンタルで
初期投資を抑え、設備機
器の導⼊を容易にするこ
とができた。

• LED利⽤によりエアコンの冷房効
果が上がり、電気代の削減につな
がった。冷蔵庫を新型に交換し電
気代を⼤幅に削減。また、新型エ
アコンの交換・導⼊により20%ほど
の電気代の節約を実現

• 旧式の設備を新型に替えて電気
使⽤量を節約し、CO2排出量の
削減に貢献したい。また、地産地
消により地域の活性化、フードマイ
レージの削減につなげていきたい。

はれの季
⼩杉苑
（藤枝市）

• 1966年創業
• ２店舗、従業員38名

（正従業員10名、パー
ト・アルバイト28名）

• 館内に、おむつ交換台
や授乳室を装備。館内
に段差がなく⾞いす利
⽤者も安⼼して利⽤可
能

• SDGsの⾔葉がない当初、15年ほど前から、施設
の固定費削減を⽬的としてLED照明を導⼊し、電
気使⽤量をデマンド（30分間の使⽤電気量の平
均値＝kw）で管理し、電気料⾦を下げるように
した。

• また真空調理器具や業務⽤バイオ⽣ごみ処理機
を導⼊し、循環型社会（リサイクル・ループ）を⽬
指している。

• 地元⽣産者の煎茶を使った⽔出し緑茶や地元４
蔵の⽇本酒を活⽤し、地産地消に取り組んでいる。

• 業務⽤⽣ごみ処理機は、
設置場所を選ばないもの
の、処理機の購⼊費に加
え、機器の設置費⽤や⾬
除けに30万円程の負担
が必要。

• 蟹の甲羅、⾙殻、⾦属、
油、プラスチック、ビニール
などは処理できないが、
使い⽅により有効

• 地元⽣産者の緑茶や地元のお酒
を利⽤し、地産地消に寄与してい
る。⽣ごみ処理機は、⾷のループ
（堆肥・飼料化）により⾷の循
環が⽣まれる。

• 新のLED照明の導⼊、廃棄物の
再利⽤、⽣ごみ処理機で⽣じた
堆肥や飼料の需要先の開拓など
に積極的に取り組みたい。

Honey！ハニ
ー！！とれた
て⾷楽部店
（袋井市）

• 2015年にテナント店とし
てオープン。

• 1店舗従業員13名（正
従業員２名、パート・ア
ルバイト11名）。

• お好み焼きや地場野
菜の惣菜などを提供す
るレストラン

• 厚⽣労働省「第９回
健康寿命をのばそう！
アワード」（介護予防・
⾼齢者⽣活⽀援分
野）厚⽣労働⼤⾂優
秀賞企業部⾨受賞

• 地元の農家が⽣産した野菜などを販売するファー
マーズマーケットとフードコートが隣り合っており、地
場野菜などが⼿に⼊りやすい⽴地を活かし、地元
農家の⽣産者⽀援を実践

• 増加する⾼齢者⼈⼝や⾼齢者の単⾝世帯の買
い物や⾷⽣活⽀援といった、地域課題を解決す
る仕事をしたいとの考えから、袋井市（地域包括
ケア推進課）や社会福祉協議会から助⾔などの
⽀援を受け、2017年から⾼齢者向けの移動販売
を始めた。

• 移動販売は、遠⽅へ出かける⼿段のない⾼齢者
が必要としている⽶、野菜、惣菜、⽇⽤品などを
販売するだけでなく、⾼齢者世帯の安否確認や
⾒守りの役⽬も担っている。

• 移動販売⾞の駐⾞スペー
スを確保するために、地域
の⾃治会⻑様などに理解
していただき、協⼒を求め
た。

• 移動販売の認知度が広がり、⾼
齢者の利⽤者が増加し、移動販
売⾞が１台から2台になった。これ
からも、⾼齢者が安⼼して暮らせ
る街づくりや⾷⽣活⽀援、地産地
消による地域の⽣産者への⽀援
などを継続していきたい。

• 2012年から取り組んでいる⾷品残
渣を堆肥に変え、その堆肥を農家
に供給し、農家は⽣産物を消費
者へ提供するといった循環を、⺠
間業者まで含めて⼤量の飼料化
を実現し、循環型社会（リサイク
ル・ループ）の実現に取り組んでい
きたい。

l 静岡県のガイドブックには、節電・省エネ、地産地消の取組等が紹介されている。



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-3グルメサイトの取組
• 消費者のSDGsに対する関⼼が⾼まる中、グルメサイトでも、SDGsを扱うサイトが増えている。
• 事業者の取組情報を提供しているサイトもあり、認証のPRに向けて連携することが考えられる。

区分 ⾷べログ ぐるなび ヒトサラ Ozmall
取組名称 • 店舗情報ページに「環境や社

会への取り組み」蘭を創設
• ぐるなび⾷のサステナビリティ • みんなと創るSDGs “⾷のミラ

イ”
• サステナブルチャレンジ
• サステナブルレストラン

ねらい • 飲⾷店のサステナビリティへの
取り組み内容もお店選びの参
考にできるようにすること

• 2021年に「⾷でつなぐ。⼈を満
たす。」という新たな存在意義
（PURPOSE）を策定。

• 存在意義を踏まえて、真の⾷
のプラットフォームを⽬指す。

• USEN-NEXT GROUPが優先
的に取り組むべき課題として掲
げる4つのマテリアリティに対し
て、「メディア×⾷」をテーマに、
サステナブルな社会の実現を
⽬指す。

• OZmallとしてSDGsを重視して
おり、サステナブルチャレンジを
推進

• 飲⾷店については、サステナブ
ルレストランを推進

取組内容 • 2023年5⽉からレストランにお
けるサステナビリティに関する課
題への取り組みについて情報
発信できる場として、店舗情
報ページに「環境や社会への取
り組み」欄を開設

• 飲⾷店は店舗情報ページの下
部に下記5項⽬のテキストと写
真を掲載できる。
ü フードロスの削減
ü サステナブル⾷材の活⽤
ü ヴィーガンメニューの提供
ü 地域への貢献活動
ü 環境保護への取り組み

• RED U-35
• さかなのうまい店へ！
• RED U-35 spin off⾷のサス

テナブルAWARD
• CLUB REDシェフ×ジビエの未
来（懇話会）

• サステナブルシーフードセミナー
• Plant Based Lifestyle Labへ

の参画 等

• サステナブルなシェフの表彰：
2021-2022年版でサステナブ
ルシェフ＆レストラン賞を創設

• メディアで伝えるSDGs：「ヒト
サラマガジン」「おいしいニッポン
物語」等による発信
üヒトサラマガジンに「サステナブ

ル」に関する記事を51件掲
載

üおいしいニッポン物語で、地
域ごとの豊かな⾷材、⾷⽂
化を紹介

• サステナブルレストラン（18店
舗）、国産レストラン、ヴィーガ
ンレストラン等の特集記事を紹
介

• SDGs、サステナブル、エシカル、
フードロス・⾷品ロス等のキーワ
ードで関連記事を表⽰

普及促進の
取組

• 飲⾷事業者が店舗情報ペー
ジに紹介可能

• ⾷べログマガジンによる拡散
（レストランで社会貢献等の
記事）

• RED U-35の開催、優秀シェフ
の表彰

• サイト掲載を通じた拡散

• WEB、ヒトサラmagazinによる
拡散

• OZmallサイトの特集記事を配
信

備考 • 運営主体(株)カカクコム
• 総アクセス：116M

• 運営主体(株)ぐるなび
• 総アクセス：73.9K

• 運営主体USEN-NEXT 
GROUP

• 総アクセス：6.9M

• 運営スターツ出版株式会社
• 総アクセス数：8.1M（サステ

ナブルチャレンジ）
26



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-3グルメサイトの取組

• 「環境や社会への取り組み」欄を新設︕
– ⾷べログは、レストランにおけるこうしたサステナビリティに関する課題への取り組みについて情
報発信できる場として、店舗情報ページに「環境や社会への取り組み」欄 を設けております。

– ⾷べログは、社会や環境のよりよい未来への第⼀歩として、全国のレストランのサステナブル
な取り組みや考え⽅が、世の中に広く伝わるよう、継続して応援いたします。

画像出典：食べログ環境や社会に対する取り組み

• カカクコムは5月29日、「食べログ」
の飲食店情報ページ内に「環境や社会
に対する取り組み」欄を新設したと発

表した。飲食店がサステナビリティに
関する自店の取り組みを発信できるよ
うにしたもの。ユーザー側は、店選び

をする際、環境や社会に配慮してどの
ような取り組みを行っている店かを知
ることができる。

• サステナビリティ情報を記入できる欄
を新設した背景には、持続可能な社会

の実現に向けた活動が、飲食業界にお
いて活発になっていることがある。フ

ードロスや気候変動による食材調達難
などの課題に対する取り組みや、子ど
も食堂の開催などだ。

• 店舗側は、無料の店舗会員登録をする
と、「フードロスの削減」「サステナ

ブル食材の活用」「ヴィーガンメニュ
ーの提供」「地域への貢献活動」「環
境保護への取り組み」の5項目について、
テキストと写真を掲載できる。

27
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-3グルメサイトの取組

https://info.gnavi.co.jp/sustainability/
28



２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-3グルメサイトの取組

• ヒトサラでは、「みんなと創るSDGs “⾷のミライ”」を推進
• Best Chef＆Restaurantでも「サステナブルシェフ＆レストラン賞」を創設

出所）https://hitosara.com/info/sdgs/

https://hitosara.com/contents/award/#feature
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２．SDGsに関する意識・意向に関する実態調査｜2-3グルメサイトの取組

• Ozmallでは、サステナブルチャレンジの⼀環で、サステナブルレストランを推進

https://www.ozmall.co.jp/sdgs/sustainablechallenge/article/31734/
30
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３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）
• ⾏政、業界団体、グルメサイト等の取組がある。普及拡⼤には認証メリットの提供が重要

区分 横浜市「Y-SDGｓ」 SRAジャパン「Food Made Good」 ぐるなび「⾷のサステナブルAWARD」

コンセプト • SDGs達成に向けて取り組む事業者・団体
を横浜市が認証し、さらなる取組の推進に
つなげる認証制度。2020年創設

• 対象は飲⾷店を含む中⼩企業全般

• ⾷のアカデミー賞と称される「世界のベストレ
ストラン50」でサステナブル・レストラン賞の評
価も⾏う英国本部と連携し、格付けやキャ
ンペーンを実施

• RED U-35実⾏委員会のスピンオフイベント
としてコロナ禍のもと2020年に開催（基本
は料理⼈の評価）

• RED U-35実⾏委員会は、35歳以下の新
しい価値観の料理⼈（クリエイター）を発
掘し、世の中に後押しすることを⽬指す料
理コンペティション

推進体制 • 実施機関は（⼀社）ヨコハマSDGsデザイ
ンセンター（理事⻑は横浜市⻑）：横浜
市と⺠間事業者が共同で設⽴・運営する
中間組織

• 2021年にY-SDGs⾦融タスクフォースを組織
しており、⾦融機関とも連携

• (⼀社)⽇本サステイナブル・レストラン協会
（SRAジャパン）：2018年設⽴された、英
国本部と連携。財務諸表を公表する等、
NPO的な活動を展開

• ドナー：地球環境基⾦

• 主催：RED U-35実⾏委員会＋ぐるなび
• 共催：メルコグループ

認証・評価⽅法 • 「環境」「社会」「ガバナンス」「地域」の4つの
分野、30項⽬で評価。「最上位・上位・標
準」の3つの区分で認証（有効期間：2年
間）

• 「調達」「社会」「環境」の3つの観点、10項
⽬で評価。星の数で認証

• 審査員3名（⽣江史伸、狐野扶実⼦、⼩
⼭薫堂）による評価

普及促進の取組 • 認証取得が可能な会員に対して、マッチン
グ機会、プロモーション等の⽀援を提供

• 認証を取得すると、中⼩企業融資制度を
受けられる。2023年3⽉に「横浜市SDGs認
証制度“Y-SDGｓ”活⽤ガイドブック」を発
⾏

• Y-SDGs認証事業者ミーティング（交流
会）開催（これまでに3回開催）

• WEB記事による認証のPRにも注⼒

• FOOD MADE GOOD Japan Awards の
開催、表彰、サイトにおけるPR

• Creative Chefs Box 2030の開催、表彰、
サイトにおけるPR

• ⼊⼝として、「FOOD MADE GOOD 50 セ
ルフ・アセスメント・ツール」を提供

• RED U-35サイトにおけるPR

認証基盤 • 横浜市SDGs認証制度“Y-SDGs” 認証申
請システム

• ⼊り⼝となるセルフアセスメントの仕組みを
保有（詳細は不明）

• 不明

備考 • これまでに11回の認証を実施
• 融資制度と連携している点が事業者にとっ

ては魅⼒（どちらかというと事業者向け）

• (株)Innovation Designが⽇本初の3つ星
獲得をアピール

• ⼀種の認証ビジネス（認証費⽤は￡1,000
〜と⾼額）

• サステナビリティに焦点をあてた取組は2020
年のみ。料理⼈評価は継続実施
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３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜横浜市Y-SDGs

Ø 実施機関は（⼀社）ヨコハマ
SDGsデザインセンター（理事⻑は
横浜市⻑）︓横浜市と⺠間事業
者が共同で設⽴・運営する中間組
織

Ø 2021年にY-SDGs⾦融タスクフォ
ースを組織しており、⾦融機関とも
連携

Ø 認証取得が可能な会員に対して、
マッチング機会、プロモーション等の⽀
援を提供されるほか、認証を取得す
ると、中⼩企業融資制度を受けられ
る等のメリットが提供されている。

Ø 2023年12⽉25⽇時点で11回、
累計674者の認証を実施。認証事
業者⼀覧、更新事業者の⽬標設
定シートなどを公開している。

• 横浜市としての取組。実施機関としてヨコハマSDGsデザインセンターを設⽴し、機動的に展開
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３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜横浜市Y-SDGs
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• 横浜市Y-SDGsは、充実した体制のもとで、公共調達優遇、⾦融⽀援等、充実した認証メリットを提供している。
Y-SDGs ふじのくにSDGs認証 拡充が考えられる機能

実施機関 • （⼀社）ヨコハマSDGsデザインセンター
• Y-SDGs⾦融タスクフォースの運営

• 静岡県 • 運営主体の確⽴
• 関係機関との連携体制強化

対象 • SDGs未来都市の実現及びSDGs達成に向けて貢献する意思を持
つ事業者（市内外の企業・各種団体・NPO法⼈・市⺠活動団体
等）

• ⽣産者、飲⾷店

評価項⽬
及び認証
区分

• 評価項⽬：環境、社会、ガバナンス及び地域の４分野、30項⽬で
評価

• 認証区分：Supreme、Superior、Standard
• レベルアップに向けた申請が可能（奨励）

• 評価項⽬（⽣産者）⽣態、社会、⽂
化、経済、説明責任

• 評価項⽬（飲⾷店）地産地消、こだ
わり⾷材、環境配慮、ユニバーサルデザ
イン対応、地域貢献活動

• 認証区分：ゴールド、シルバー、ブロンズ

• 認証レベルアップの促進

認証期間 • 認証を受けた⽉から2年間 • 認証⼜は更新した⽇から約３年間

認証メリッ
ト

• 認証マークを名刺や企業等のホームページ等に表⽰できる。
• 認証事業名や取組内容を、横浜市やヨコハマSDGsデザインセンタ

ーのHP等でPR
• ヨコハマSDGsデザインセンターが開催する各種マッチングイベントや

セミナー等へ優先参加
• 「横浜市総合評価落札⽅式」の評価項⽬において、加点

（Supreme３点、Superior２点、Standard１点）
• 「SDGsよこはま資⾦」の対象となる。
• 三井住友海上⽕災保険(株)による評価項⽬に対応したアドバイス

等のサポートを利⽤可能
• スルガ銀⾏が、外国⼈向けの⽣活⽀援サービス、外国⼈材採⽤メ
ニューの紹介サービスを提供 (有償・特典付き)

• 市内設備投資等で、地域再⽣⽀援利⼦補給⾦制度を利⽤でき
る（期間5年、最⼤0.7％の利⼦補給）

• 三井住友海上・MS&ADインターリスク総研株式会社からCO2排
出量簡易算定ツールを提供（1年⽬無料、2年⽬以降有料）

• 「社会貢献型職域販売サイト」を、従業員数に関係なく利⽤可能
（通常従業員数100名以上）

• 認証マークの使⽤
• 静岡県ホームページで紹介
• 認証者同⼠のマッチング機会の提供
• 認証された飲⾷店と⽣産者間で取引

につながる直接連絡が可能
• 関連事業の活⽤に関する案内等

• 公共調達の優遇
• ⾦融⽀援（助成、融資）
• ⾦融機関との連携による⽀
援メニューの提供（⾦融⽀援
活⽤に向けたガイドブックの公
開）

備考 • 2020年開始。2023年12⽉25⽇時点で11回、累計674者の認証
を実施

• 2023年7⽉開始、これまでに飲⾷店11
団体、⽣産者24団体を認証



３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜横浜市Y-SDGs
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• 認証基盤︓
– ⼿続きをオンラインで処理可能
– 提供機能

• ログイン
• 基本情報登録機能
• ⾃⼰チェック機能
• ⾃⼰チェック登録履歴確認機能
• 本申請（新規申請）機能
• ランクアップ申請機能
• 更新申請機能
• プロモーション申請機能
• 本申請履歴確認機能

– 事業者に対して、認証申請だけでなく、プロモー
ションの登録機能も提供

プロモーションの登録機能



３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜横浜市 Y-SDGs

• 認証取得事例︓堀⼝珈琲

スペシャルティコーヒー専門店の株式会社堀口珈琲（本社：東京都世田谷区、代表
取締役社長：若林恭史、以下「当社」）は、SDGsの達成に向けて高いレベルで取
り組みを進める企業として横浜市より評価され、コーヒーを主業とする中小企業と
して初めて「Y-SDGs認証」の上位認証Superior（スーペリア）を取得
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３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜Food Made Good

Ø ⾷のアカデミー賞と称され
る「世界のベストレストラ
ン50」でサステナブル・レ
ストラン賞の評価も⾏う
英国本部と連携し、格
付けやキャンペーンを実
施

Ø 格付は、「調達」「社会」
「環境」の3つの観点、
10項⽬で評価。星の数
で認証

Ø 普及促進に向けて、
FOOD MADE GOOD 
Japan Awards、
Creative Chefs Box 
2030等のイベントを開
催

• ⽇本サステナブルレストラン協会（SRAジャパン）が、英国発の認証システムを⽇本で展開
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３．他の⾃治体を中⼼とした取組（先⾏事例）｜ぐるなび ⾷のサステナブル
AWARD

Ø RED U-35実⾏委員
会のスピンオフイベントと
してコロナ禍のもと
2020年に開催（基本
は料理⼈の評価）

Ø 主催︓RED U-35実
⾏委員会＋ぐるなび

Ø 共催︓メルコグループ
Ø 審査員3名（⽣江史

伸、狐野扶実⼦、⼩
⼭薫堂）による評価

• 若⼿料理⼈育成の取組の⼀環として実施

https://www.redu35.jp/sustainable2020/
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１．はじめに：背景と問題意識・検討の視点
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４．現状認識と抽出された課題

５．今後に向けて：具体的な展開イメージ

６．参考資料



４．現状認識と抽出された課題
• 制度活⽤を促進するために、認知度向上、⽀援策の充実が望まれる。

３．グルメサイトの取組
• SDGs達成を扱うサイトが増えている。飲⾷

店を選ぶ際の主な情報源であり、連携が有
効

◆⾷べログ
• 店舗情報ページに「環境や社会への取り組

み」欄を創設。⾷べログマガジンでも特集記
事を発信

◆ぐるなび
• 「ぐるなび⾷のサステナビリティ」を推進。若⼿

調理⼈の育成に向けたRED U35の⼀環で
⾷のサステナブルAWARDを開催

◆ヒトサラ
• 「みんなと創るSDGs“⾷の未来”」を推進。サ

ステナブルシェフ＆レストラン賞を創設。紹介
記事を発信

◆OZmall
• 「サステナブルチャレンジ」の⼀環でサステナブ

ルレストラン等の特集記事を発信

４．飲⾷店SDGs認証の先⾏事例
◆横浜市 Y-SDGs
• 中⼩企業全般の認証制度。認証取得が可

能な会員に対して、マッチング機会、プロモー
ション等の⽀援を提供。融資制度も連携

• 実施機関として、⼀社ヨコハマSDGsデザイン
センターを設⽴、⺠間企業と連携

• 2023年12⽉時点で11回674者へ認証付
与

◆SRAジャパン Food Made Good
• サステナブルレストラン賞を運営する英国本

部と連携し格付やキャンペーンを展開

◆ぐるなび ⾷のサステナブルAWARD
• RED U-35実⾏委位階のスピンオフイベント

として、取組を公募、審査・表彰

ふじのくにSDGs認証の展開にむけた課題

• SDGsの認知度、取組への関⼼が⾼まっており、信
頼感のある⾃治体としての取組として、認証制度は
時宜にかなっている。

• 認証制度を有効に機能させるためには、認証のメリ
ットを⾼めることが重要。そのためにも、認証事業者
に対する⽀援の充実、認証制度の認知度を⾼める
必要がある。

• 認知度を⾼めるための⽅策として、グルメサイトとの
連携、特集記事の発信等が考えられる。

• ⽀援策の充実⼿段として、マッチングの他、ハンズオ
ンの⽀援、補助事業等が考えらえる。

１．消費者の飲⾷店SDGsに対する意識
（認知度、関⼼）
• 認知度はほぼ9割。商品・サービスの購⼊に

あたり35%が企業の取組を考慮（朝⽇新
聞調査）

• 飲⾷店・⽣産者産品については7割近くが
利⽤意向（ぜひ15%、できれば5割弱）

• SDGs達成に関⼼がある⽣活者は利⽤意
向が強い。

（店舗選択の参考情報）
• グルメサイト約36％、SNS・周囲の⼈の⼝コ
ミ約27％、店舗の外観・看板約24％

• ⾒せに掲げられた認証マーク9.5％

（グルメサイト・飲⾷店ガイドの記事）
• 最優先で参考にする約７％、他の情報とあ
わせて参考にする約47%であり、⼀定の効
果が⾒込まれる。

• 特にSDGs達成に関⼼がある⽣活者に訴求

（参考にしたい情報）
• 「フードロス削減にむけた取組み」「地元⾷材

を使⽤した提供メニュー（地産地消）」など

２．飲⾷店のSDGs達成への意識
（取組状況）
• SDGs達成への取組が産業界の中では遅
れている（取組済10%、今後25%）

• フードロスを感じないという事業者が約25%
だが、対策を実施している店も多い。

（静岡県における取組状況）
• SDGsの認知度は66%
• 地産地消47%、節電毎⽇39%、⾷料廃
棄量把握と削減⽬標設定37％等の取組
が進んでいる。

• SDGs認証の取得事業者が11者いるが、
⽣産者と⽐べると数が少なく、ゴールドの割
合が少ない（レベルアップの余地あり）。

ふじのくにSDGs認証（2023.7〜）の概要

＜認証制度の概要＞

・対象： 生産者、飲食店 ※現在、生産者20人，飲食店10店を認証
・評価項目： 「地産地消」「こだわり食材」「環境配慮」「ユニバーサル
デザイン対応」「地域貢献活動」

・評価ランク： 「ゴールド」「シルバー」「ブロンズ」

＜認証のメリット＞
・静岡県ホームページでの紹介

・認証者同士のマッチング機会の提供

・認証マークの使用
・その他、関連事業の活用に関する案内等

制度開始の初期段
階であり、普及促進
に向けてメリットを
高める必要がある。
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